
Ⅵ
　
古
謡

一
、
コ
イ
ニ
ヤ

郷
土
史
家
・

『
八
重
山
古
謡
（
上
）』（
一
九
七
〇
年
／
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
に
真
乙
姥
を
た
た
え
る
古
謡
「
コ
イ
ニ

ヤ
」
の
原
歌
、
訳
、
解
説
な
ど
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
は
そ
の
引
用
で
あ
る
。

コ
イ
ニ
ヤ

原
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

一
　
　
真
イ
ツ
バ
ア
ノ
　
イ
ラ
マ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
真
乙
姥
女
は
　
げ
に
幸
運
な
生
ま
れ
で
あ
っ
た

ン
ジ
ヤ
ル
ハ
ノ
　
マ
ノ
ク
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
じ
や
る
姥
（
同
対
話
）
女
は
　
真
に
霊
威
高
い
女
性
で
し
た

二
　
　
女
ト
モ
ス
ル
　
メ
ト
ム
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
女
世
界
に
お
け
る
　
婦
人
中
で
の

ヲ
ナ
グ
ス
ル
　
オ
ナ
ク
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
女
衆
の
　
そ
の
内
で

ヤ
エ
ン
来
テ
美
拝
マ
イ
（
囃
）

（
来
年
も
上
国
し
て
拝
謁
の
光
栄
に
浴
し
ま
す
）

三
　
　
首
里
道
ハ
　
ア
ケ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
里
王
庁
へ
の
公
用
の
航
路
を
女
性
と
し
て
始
め
て
開
通
さ
れ
た

美
御
前
道
　
シ
ラ
ベ
テ
（
囃
以
下
）

首
里
国
王
へ
の
御
奉
公
の
旅
を
　
女
性
と
し
て
始
め
ら
れ
た

四
　
　
首
里
天
バ
　
美
拝
カ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
里
天
加
那
志
（
国
王
）
へ
　
拝
謁
の
光
栄
に
浴
さ
れ
た

按
司
添
ム
　
拝
ム
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
君
へ
謁
見
の
　
王
命
を
賜
わ
っ
た

五
　
　
バ
ン
ス
テ
ル
　
今
日
ド
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
い
ま
生
ま
れ
変
っ
た
よ
う
な
　
嬉
し
さ
で
一
ぱ
い
で
す
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羽
ム
イ
ル
　
タ
キ
ド
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
が
生
え
て
空
に
飛
び
立
つ
く
ら
い
の
　
喜
び
を
満
喫
し
て
い
る

六
　
　
船
乗
リ
ノ
　
道
ヤ
リ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乗
船
航
海
の
　
海
上
の
路
で
あ
る
か
ら

渡
リ
ヌ
　
道
ヤ
リ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
海
の
難
航
の
　
路
で
あ
る
か
ら
に
は

七
　
　
バ
ン
八
重
山
　
イ
ケ
ヲ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
乙
姥
女
は
古
里
の
八
重
山
に
　
帰
省
し
て
行
っ
て

下
八
重
山
　
イ
ケ
ヲ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
八
重
山
の
故
郷
に
　
帰
っ
て
行
っ
て

八
　
　
浮
縄
渡
ノ
　
真
中
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
縄
航
海
の
　
途
中
に
お
い
て

神
ノ
渡
ノ
　
フ
ク
ラ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
の
航
路
の
　
途
中
に
お
い
て

九
　
　
ト
ウ
イ
シ
ノ
　
ア
ラ
マ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゴ
礁
の
岩
礁
に
　
い
く
ら
出
会
っ
て
も

瀬
渡
ノ
　
ア
ラ
マ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
狭
や
環
礁
が
　
現
わ
れ
て
も

十
　
　
ト
ウ
シ
ド
ウ
シ
ニ
　
拝
カ
マ
イ
　
　
　
　
　
　
　
年
々
（
毎
年
）
上
国
し
て
　
拝
謁
の
光
栄
に
浴
し
た
い

ハ
ダ
ハ
ダ
ニ
　
ス
デ
ラ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
々
に
上
首
し
て
　
有
難
く
冥
加
い
た
し
た
い

十
一
　
首
里
天
ノ
　
願
イ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
王
の
治
国
安
泰
を
　
御
祈
願
い
た
し

按
司
添
ノ
　
願
イ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
寿
の
万
歳
を
　
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
（
こ
の
お
祈
り
は
）

十
二
　
昼
ヤ
　
真
チ
ィ
ヂ
ィ
ニ
カ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
昼
間
は
（
真
乙
姥
女
は
）

頭
上
に
載
せ
て
お
祈
り

夜
ヤ
　
真
胸
ウ
ケ
　
　
　
　
　

夜
間
は
（
ん
じ
や
る
姥
女
は
）

真
胸
に
合
掌
し
て
お
祈
り

十
三
　
百
歳
世
ノ
　
願
イ
カ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
歳
世
の
聖
寿
を
　
寿
ぎ
奉
り

百
年
世
ノ
　
願
イ
カ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
年
世
の
弥
栄
を
　
お
祈
り
奉
り
ま
す
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〈
解
説
〉

一
、
真
乙
姥

真
乙
姥
は
、
長
田
大
主
の
妹
で
、
霊
威
高
き
女
性
に
生
ま
れ
、
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
征
討
の
時
に
は
イ
ラ
ビ
神
の
霊
感
が
あ
っ
た
。
イ
ラ
ビ
神
は
航
海
の
神
で
あ
り
、
官
軍

の
精
鋭
三
千
と
四
十
六
隻
の
船
艦
を
守
護
し
て
首
里
へ
安
着
さ
せ
ま
す
か
ら
ご
安
心
あ
れ
と
の
託
宣
が
真
乙
姥
に
あ
っ
た
の
で
、
早
速
大
里
大
将
へ
真
乙
姥
は
進
言
し
た
。
大
将
は
大

い
に
喜
ば
れ
、「
安
着
の
上
は
王
命
に
よ
っ
て
上
国
せ
よ
」
と
言
っ
て
出
帆
さ
れ
た
。
真
乙
姥
は
そ
の
日
か
ら
美
崎
山
に
断
食
山
籠
し
て
祈
願
に
全
魂
を
打
ち
込
ん
で
い
た
が
遂
に
昏

睡
状
態
に
な
り
、
神
は
多
田
オ
ナ
リ
女
を
使
っ
て
救
命
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
尚
真
王
は
真
乙
姥
に
上
国
命
令
さ
れ
た
の
で
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
今
か
ら
四
六
八
年
前
、
真
乙
姥

は
上
国
し
て
国
王
の
拝
謁
の
光
栄
に
浴
し
た
。
そ
の
時
王
庁
の
庭
で
謡
っ
た
の
が
こ
の
「
コ
ワ
イ
ニ
ヤ
」
で
あ
る
。
八
重
山
に
は
「
ク
ワ
イ
ニ
ヤ
」
と
い
う
言
葉
は
な
く
、
真
乙
姥
は

「
ア
ヨ
ウ
」
を
謡
っ
た
が
王
庁
で
は
耳
障
り
で
あ
っ
た
の
で
ク
ワ
イ
ニ
ヤ
と
言
え
と
大
勢
頭
部
の
係
官
が
命
ぜ
ら
れ
た
で
、
そ
の
ま
ま
「
こ
は
い
に
や
」
と
記
録
さ
れ
た
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

二
、
按
司
添

添
い
は
「
古
琉
球
」
に
よ
る
と
、
襲
い
の
略
で
治
者
の
意
。
按
司
は
「
ア
ン
ジ
」
と
も
い
い
、
為
政
者
ま
た
は
主
君
の
意
。

三
、
瀬
渡

瀬
渡
は
（
中
略
）
沖
縄
で
い
う
干
瀬
す
な
わ
ち
珊
瑚
礁
・
環
礁
・
暗
礁
の
こ
と
で
、
サ
ン
ゴ
礁
の
対
語
で
あ
る
（
略
）。

四
、
ハ
ダ
ハ
ダ

年
々
の
対
語
。

五
、
真
チ
ィ
ヂ
ィ
ニ

婦
女
子
の
最
高
の
祈
願
の
意
。
頂
は
頭
上
の
こ
と
で
、
頂
上
に
載
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
最
上
の
祈
願
を
表
わ
す
意
。

六
、
コ
イ
ニ
ヤ

昔
真
乙
姥
な
ら
び
に
平
得
村
多
田
屋
の
お
な
り
が
弘
治
年
間
初
め
て
上
国
し
て
王
庁
の
庭
で
謡
っ
た
も
の
。
す
な
わ
ち
「
悪
鬼
納
嘉
那
志
罷
登
り
、
首
里
天
加
那
志
、
美

御
前
、
美
拝
ミ
か
ら
め
き
み
う
ほ
け
被
下
冥
加
至
極
奉
存
み
う
ん
に
ゆ
け
申
た
る
〈
こ
は
い
に
や
〉
之
事
」
―
尚
真
王
は
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
征
討
の
時
真
乙
姥
の
論
功
行
賞
を
認
め
上

国
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
真
乙
姥
は
多
田
屋
オ
ナ
リ
を
同
伴
し
て
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
首
里
王
庁
に
上
ぼ
り
、
国
王
拝
謁
の
光
栄
に
浴
し
た
時
に
謡
っ
た
〈
こ
は
い
に
や
〉
で
あ
る
。

（
略
）

二
、
慶
田
盛
ヌ
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
ユ
ン
タ
（
新
川
）

以
前
、
字
新
川
の
慶
田
盛
村
に
は
、
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
（
一
五
八
四
〜
一
六
六
一
年
）
ら
が
住
ん
で
い
た
。
字
新
川
二
八
五

番
地
に
山
陽
氏
三
世
で
三
男
の
黒
島
首
里
大
屋
子
長
孝
（
一
六
四
五
〜
八
六
年
）、
字
新
川
一
四
番
地
の
四
男
の
三
世
保
里
与
人
長
安
（
一

六
五
〇
〜
七
九
年
）、
五
男
の
三
世
花
城
与
人
長
明
（
一
六
五
四
〜
八
二
年
）
も
字
新
川
二
八
七
番
地
に
住
ん
で
い
る
。

山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
や
孫
の
黒
島
首
里
大
屋
子
長
孝
、
保
里
与
人
長
安
、
花
城
与
人
長
明
ら
も
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
慶
田
盛
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村
の
共
同
井
戸
が
、
山
陽
氏
三
世
長
孝
小
宗
家
の
直
前
の
字
新
川
三
三
番
地
（
上
官
姓
大
宗
大
濱
親
雲
上
正
廟
家
、
屋
号
・
ハ
ナ
ス
ク
ン
ス

ン
ヤ
ー
）
の
屋
敷
内
に
あ
る
。

こ
の
慶
田
盛
村
の
共
同
井
戸
の
側
に
住
ん
で
い
た
美
女
の
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

『
八
重
山
古
謡
（
上
）』（
一

九
七
〇
年
／
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
の
中
の
古
謡
「
慶
田
盛
ヌ
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
ユ
ン
タ
」
に
歌
謡
、
訳
、
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は

そ
の
引
用
で
あ
る
。

慶
田
盛
ヌ
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
ユ
ン
タ
（
新
川
）

原
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

一
　
　
慶
田
盛
ヌ
　
井
戸
ヌ
パ
タ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
田
盛
家
の
　
井
戸
端
に

ク
ン
チ
ェ
ー
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
美
女
が
い
た

二
　
　
シ
ィ
ト
ゥ
ム
デ
ィ
ニ
　
朝
パ
ナ
ニ
　
　
　
　
　
　
早
朝
に
　
朝
ま
だ
き
に

起
キ
ス
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
気
に
起
床
し
て

三
　
　
水
ム
チ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
を
持
っ
て
き
て
頂
戴

櫛
取
リ
ク
　
ヤ
ラ
ベ
ー
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛
も
持
っ
て
き
て
下
さ
い
　
童
女
よ

四
　
　
水
ユ
ナ
ユ
　
櫛
ユ
イ
キ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
で
何
な
さ
る
の
か
　
櫛
で
ど
う
な
さ
れ
る
の
か

ナ
ユ
ス
デ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
を
な
さ
れ
る
の
か

五
　
　
手
ス
ミ
ス
デ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
を
洗
う
た
め
さ

身
撫
デ
ィ
ス
デ
ィ
　
ヤ
ラ
ベ
ー
マ
　
　
　
　
　
　
化
粧
を
す
る
た
め
に
さ
　
幼
女
よ
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六
　
　
手
ス
ミ
ス
デ
ィ
　
身
撫
デ
ィ
ス
デ
ィ
　
　
　
　
　
手
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
　
お
化
粧
を
卒
え
て

ヤ
テ
ィ
カ
ラ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
は
ど
う
さ
れ
る
の
か

七
　
　
ナ
ラ
着
物
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
着
物
を
つ
け
た

ド
ゥ
ヌ
衣
装
バ
　
取
リ
ィ
掛
ケ
　
　
　
　
　
　
　
自
己
の
衣
装
を
つ
け
　
き
れ
い
に
美
装
し
て

八
　
　
着
ル
テ
ィ
ヨ
ウ
テ
ィ

カ
キ
テ
ィ
ヨ
ウ
テ
ィ

上
着
を
羽
織
っ
て
　
着
物
を
羽
織
っ
て

ヤ
テ
ィ
カ
ラ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
は
ど
う
な
さ
れ
る

九
　
　
前
ヌ
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
の
大
と
お
り
へ
出
た

中
ヌ
小
路
　
出
デ
立
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
の
小
路
に
　
出
か
け
て
か
ら

十
　
　
東
カ
イ
　
ウ
フ
ア
ロ
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
の
方
へ
　
上
方
東
表
の
方
を

見
ア
ギ
リ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
た
と
こ
ろ

十
一
　
テ
ィ
フ
ヌ
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
里
大
屋
子
主
と
い
う

上
ビ
主
ヌ
　
オ
ウ
ル
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
位
の
御
役
人
が
　
御
出
に
な
っ
た

十
二
　
ク
ロ
ウ
マ
ナ
ー
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
晩
は
御
役
人
さ
ま

拝
マ
ナ
ー
ラ
　
主
ヌ
前
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
拝
み
ま
す
（
同
義
語
）

御
役
人
の
御
前
様

十
三
　
ウ
ラ
ジ
マ
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
前
は
何
処
へ
行
く
の
か

ド
ギ
ャ
行
ク
ン
　
女
童
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
こ
へ
行
く
の
か
　
乙
女
よ

十
四
　
煙
草
フ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙
草
を
吹
け
よ
と
口
火
を
切
ら
れ
た

煙
飲
ミ
　
女
童
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
を
飲
め
　
乙
女
よ
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十
五
　
バ
ン
女
童
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
春
の
少
女
は

年
幼
少
　
ア
ユ
リ
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
が
若
い
の
で
　
あ
る
か
ら

十
六
　
煙
草
デ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙
草
と
い
う
も
の

煙
デ
ス
　
知
ラ
ヌ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙
と
い
う
も
の
の
　
味
を
一
寸
も
知
り
ま
せ
ん

十
七
　
煙
草
デ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
人
が
煙
草
と
言
っ
た
の
は
初
対
面
の
挨
拶
の
言
で
あ
っ
て

井
戸
ヌ
パ
タ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
前
は
評
判
の
高
い
井
戸
端
の

女
童
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
人
か
と
い
う
こ
と
だ

十
八
　
煙
デ
ン
　
慶
田
盛
家
の
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
　
　
　
　
美
人
の
こ
と
で

慶
田
盛
ヌ
　
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
今
晩
は
役
人
と
の
お
供
を
せ
よ
と
の
意
で
あ
る

〈
解
説
〉

一
、
慶
田
盛
パ
カ
の
一
名
称
で
あ
る
。
四
カ
村
（
登
野
城
・
大
川
・
石
垣
・
新
川
）
に
は
二
十
二
パ
カ
が
あ
る
。
新
川
だ
け
で
も
九
パ
カ
あ
る
。
慶
田
盛
は
当
て
字
で
あ
っ
て
「
キ
ド
ゥ
ム

リ
ィ
」
が
正
し
い
。「
キ
ド
ゥ
ム
リ
ィ
パ
カ
」
の
区
域
内
に
あ
っ
た
か
ら
慶
田
盛
の
当
て
字
で
表
し
て
い
る
。「
パ
カ
」
と
い
う
古
語
は
一
区
切
り
あ
る
い
は
一
畝
、
一
区
域
の
意
で
、

大
古
は
道
を
隔
て
て
両
道
路
の
間
の
一
区
切
り
を
「
一
パ
カ
」
と
称
え
て
い
た
。
そ
の
一
パ
カ
ご
と
に
名
称
が
付
さ
れ
て
あ
っ
た
。
キ
ド
ゥ
ム
リ
ィ
パ
カ
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
キ

ド
ゥ
ム
リ
ィ
ヌ
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
」
と
称
し
て
い
る
。
現
代
は
当
銘
宅
（
上
官
姓
大
宗
大
濱
親
雲
上
正
廟
家
・
屋
号
ハ
ナ
ス
ク
ン
ス
ン
ヤ
ー
）
に
当
た
っ
て
い
る
。

二
、
井
戸
端
ヌ
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
　
こ
の
歌
中
に
あ
る
井
戸
は
、
い
ま
な
お
、
当
銘
家
（
上
官
姓
大
宗
大
濱
親
雲
上
正
廟
家
・
ハ
ナ
ス
ク
ン
ス
ン
ヤ
ー
）
に
保
管
さ
れ
て
香
炉
ま
で
置
い
て
尊

信
さ
れ
て
い
る
。
往
昔
は
「
下
り
井
戸
」
と
称
し
て
階
段
を
下
り
て
水
を
汲
ん
で
い
た
が
、
後
世
に
な
っ
て
階
段
式
か
ら
堀
抜
井
戸
式
に
改
造
さ
れ
、
釣
瓶
で
水
を
汲
む
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
如
何
な
る
旱
魃
に
も
水
が
涸
れ
る
こ
と
な
く
岩
石
の
間
か
ら
水
が
わ
き
出
し
て
い
る
。
海
岸
に
近
い
が
、
炊
飯
に
供
さ
れ
る
ほ
ど
の
水
の
甘
さ
で
あ
る
。
こ
の
井
戸
は
新
川

部
落
の
豊
年
祭
や
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
句
な
ど
に
こ
の
水
を
神
前
に
供
進
す
る
風
習
が
あ
る
。
こ
の
井
戸
は
一
番
座
敷
に
向
け
て
あ
っ
た
の
で
「
浦
座
井
戸
」
と
も
称
せ
ら
れ
て
い

る
。
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
は
絶
世
の
美
人
で
あ
り
、
そ
の
井
戸
の
側
方
（
端
）
に
住
居
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
井
戸
は
西
方
の
台
所
の
近
く
に
あ
っ
て
、
一
般
人
が
使
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
水
は
塩
っ
ぱ
い
水
で
あ
る
。
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十
七
世
紀
後
半
頃
ま
で
の
慶
田
盛
村
出
身
の
テ
ィ
フ
ヌ
主
シ
ュ
ウ

一
五
〇
〇
年
、「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
か
ら
十
七
世
紀
後
半
頃
ま
で
「
慶
田
盛
ヌ
ク
ン
チ
ェ
ー
マ
ユ
ン
タ
」
に
記
載

さ
れ
た
慶
田
盛
村
出
身
の
テ
ィ
フ
ヌ
主
（
首
里
大
屋
子
＝
シ
ナ
バ
ク
、
頭
＝
カ
サ
）
に
な
っ
た
方
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
一
五
〇
六
〜
二
六
年
（
尚
真
王
世
代
の
正
徳
年
間
）任
、
仲
間
満
慶
山
の
子
息
・
嘉
善
姓
大
宗
嘉
平
首
里
大
屋
子
永
展
（
生
日
忌
日
不
詳
）、

『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』

一
、
不
明
、
仲
間
満
慶
山
の
長
子
・
嘉
平
首
里
大
屋
子
佐
加
伊
（
不
明
）、『
憲
章
姓
大
宗
英
乗
』

一
、
不
明
、
那
礼
当
の
嫡
子
・
美
良
底
首
里
大
屋
子
保
久
利
思
（
不
明
）、『
山
陽
姓
大
宗
長
光
』

一
、
一
五
二
七
〜
五
五
（
尚
清
王
世
代
の
嘉
靖
年
間
）
年
任
、
嘉
善
氏
二
世
石
垣
親
雲
上
永
信
（
一
五
二
六
〜
六
五
年
）、『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』

一
、
不
明
、
美
良
底
首
里
大
屋
子
保
久
利
思
の
嫡
子
・
美
良
底
首
里
大
屋
子
（
不
明
）、『
山
陽
姓
大
宗
長
光
』

一
、
不
明
、
嘉
平
首
里
大
屋
子
佐
加
伊
の
長
子
で
嘉
平
首
里
大
屋
子
満
慶
山
（
不
明
）、『
憲
章
姓
大
宗
英
乗
』

一
　
不
明
、
大
史
氏
二
世
波
照
間
首
里
大
屋
子
高
集
（
生
享
年
月
日
不
詳
）、『
大
史
姓
大
宗
高
教
』

一
、
一
五
七
六
（
万
暦
四
）
年
任
、
上
官
姓
大
宗
大
浜
親
雲
上
正
廟
（
不
伝
〜
一
五
八
六
年
）、『
上
官
姓
大
宗
正
廟
』

一
、
一
五
八
七
（
万
暦
十
五
）
年
任
、
伯
言
姓
大
宗
大
浜
親
雲
上
政
通
（
生
寿
不
詳
）、『
伯
言
姓
大
宗
政
通
』

一
、
一
五
八
九
（
万
暦
十
七
）
年
任
、
憲
章
姓
大
宗
石
垣
親
雲
上
英
乗
（
不
詳
〜
一
六
〇
一
年
）、『
憲
章
姓
大
宗
英
乗
』

一
、
一
六
〇
一
（
万
暦
二
十
九
）
年
任
、
嘉
善
氏
四
世
石
垣
親
雲
上
永
正
（
一
五
五
〇
〜
一
六
二
〇
年
）、『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』

一
、
一
六
〇
四
（
万
暦
三
十
二
）
年
任
、
伯
言
氏
二
世
大
浜
親
雲
上
政
保
（
一
五
八
九
〜
一
六
二
四
年
）、『
伯
言
姓
大
宗
政
通
』

一
、
一
五
八
九
〜
一
六
一
九
（
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
年
間
）
年
任
、
憲
章
氏
二
世
波
照
間
首
里
大
屋
子
英
恒
（
不
詳
）、『
憲
章
姓
大
宗
英
乗
』
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一
、
一
五
八
九
〜
一
六
一
九
（
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
年
間
）
年
任
、
憲
章
氏
三
世
古
見
首
里
大
屋
子
英
林
（
不
詳
）、『
憲
章
姓
大
宗
英
乗
』

一
、
一
五
八
九
〜
一
六
一
九
（
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
年
間
）
年
任
、
憲
章
氏
三
世
嘉
平
首
里
大
屋
子
英
種
（
不
可
考
）、『
憲
章
氏
三
世
英
種
小
宗
』

一
、
一
五
八
九
〜
一
六
一
九
（
尚
寧
王
世
代
の
万
暦
年
間
）
年
任
、
嘉
善
氏
五
世
嘉
平
首
里
大
屋
子
永
政
（
一
五
八
〇
〜
不
明
）『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』

一
六
一
三
（
万
暦
四
十
一
）
年
任
、
嘉
善
氏
五
世
平
良
親
雲
上
（
友
利
首
里
大
屋
子
兼
務
）
永
政
、『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』

一
六
一
八
（
万
暦
四
十
六
）
年
任
、
嘉
善
氏
五
世
嘉
平
首
里
大
屋
子
永
政
、『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』

一
、
不
明
、
大
史
氏
四
世
波
照
間
首
里
大
屋
子
高
根
（
不
詳
〜
一
六
六
八
年
）、『
大
史
姓
大
宗
高
教
』

一
、
一
六
二
八
〜
四
三
（
崇
禎
年
間
）
年
任
、
長
興
姓
大
宗
古
見
首
里
大
屋
子
善
安
（
生
寿
但
不
詳
）、『
長
興
姓
大
宗
善
安
』

一
、
一
六
二
八
〜
四
三
（
尚
賢
王
世
代
の
崇
禎
年
間
）
年
任
、
上
官
氏
四
世
黒
島
首
里
大
屋
子
正
繁
（
一
六
一
〇
〜
八
六
年
）、『
上
官
姓
大

宗
正
廟
』

一
、
一
六
四
四
（
順
治
元
）
年
任
、
嘉
善
氏
五
世
西
表
首
里
大
屋
子
永
安
（
一
五
八
七
〜
一
六
七
四
年
）、『
嘉
善
氏
五
世
永
安
小
宗
』

一
、
不
明
、
憲
章
氏
四
世
波
照
間
首
里
大
屋
子
英
親
（
不
明
）、『
憲
章
氏
四
世
英
親
小
宗
』

一
、
一
六
六
八
（
康
煕
七
）
年
任
、
嘉
善
氏
七
世
黒
島
首
里
大
屋
子
永
善
（
一
六
二
三
〜
八
五
年
）、『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』

一
六
七
一
（
康
煕
十
）
年
任
、
嘉
善
氏
七
世
大
浜
親
雲
上
永
善
、『
嘉
善
姓
大
宗
永
展
』

一
、
一
六
七
六
（
康
煕
十
五
）
年
任
、
山
陽
氏
三
世
黒
島
首
里
大
屋
子
長
孝
（
一
六
四
五
〜
八
六
年
）、『
山
陽
氏
三
世
長
孝
小
宗
』

一
、
一
六
九
一
（
康
煕
三
十
）
年
任
、
嘉
善
氏
七
世
黒
島
首
里
大
屋
子
永
秋
（
一
六
四
七
〜
一
七
二
五
年
）、『
嘉
善
氏
五
世
永
安
小
宗
』

一
六
九
六
（
康
煕
三
十
五
）
年
任
、
嘉
善
氏
七
世
石
垣
親
雲
上
永
秋
、『
嘉
善
氏
五
世
永
安
小
宗
』

一
、
一
六
九
一
（
康
煕
三
十
）
年
任
、
大
史
氏
五
世
西
表
首
里
大
屋
子
高
康
（
一
六
四
九
〜
一
七
一
八
年
）、『
大
史
姓
大
宗
高
教
』
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三
、
大
野
ダ
キ
ア
ヨ
ウ
（
新
川
）

新
川
（
喜
田
盛
）
五
四
番
地
に
は
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
（
一
六
二
四
〜
四
二
年
）
の
時
、
一
六
二
四
年
嘉
善
氏
五
世
本
宮
良
頭
・

永
將
、
一
六
三
八
年
に
も
弟
の
宮
良
与
人
永
定
の
二
人
が
焚
刑
（
火
炙
り
）
に
処
さ
れ
た
。
最
初
に
本
宮
良
頭
・
永
將
が
焚
刑
に
処
さ
れ
た

の
で
、
本
宮
良
主
の
御
嶽
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
本
宮
良
の
主
の
御
嶽
を
別
名
オ
ン
ナ
ー
（
小
さ
な
御
嶽
）
と
も
呼
ん
で
い
る
。
五
十
年
前

ま
で
は
、
旧
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
句
に
は
本
宮
良
頭
の
主
の
永
將
を
慕
い
、
子
供
た
ち
が
本
宮
良
頭
の
主
の
永
將
に
あ
や
か
っ
て
健
や
か

に
育
つ
よ
う
、
ま
た
大
成
す
る
よ
う
に
願
い
を
こ
め
て
神
前
に
参
拝
し
、
厚
く
祭
典
を
行
っ
て
い
た
。

本
宮
良
頭
の
主
永
將
が
火
刑
に
処
さ
れ
る
際
に
は
自
作
の
辞
世
の
句
を
歌
い
、
平
然
と
し
て
死
に
就
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
歌
が
、

次
の
「
大
野
（
ウ
フ
ヌ
）
ダ
キ
ア
ヨ
ウ
」
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
原
歌
、
訳
、
解
説
は

『
八
重
山
古
謡
（
上
）』（
一
九
七
〇

年
／
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

大
野
ダ
キ
ア
ヨ
ウ
（
新
川
）

原
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

ヨ
ー
イ
ヒ
ー
（
囃
）

一
　
大
野
ダ
キ
　
ヨ
ー
ホ
ー
（
囃
）

大
野
原
に
咲
い
て
い
る

花
カ
イ
シ
ャ
　
上
カ
ラ
ド
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
の
美
し
さ
は
　
上
部
か
ら
見
た
方
が

カ
イ
シ
ャ
ー
リ
ィ

ヨ
ー
ホ
ー
（
囃
以
下
略
）

美
し
い
（
外
形
の
美
）

二
　
広
野
ダ
キ
　
花
カ
イ
シ
ャ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
野
に
咲
き
ほ
こ
る
　
花
の
美
し
さ
は

ス
バ
カ
ラ
ド
ゥ
　
美
イ
シ
ヤ
ー
リ
ィ
　
　
　
　
　
　
側
方
か
ら
眺
め
た
方
が
　
一
層
美
し
い
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三
　
親
子
カ
イ
シ
ャ
　
子
カ
ラ
ド
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
　
親
子
の
円
満
な
家
庭
は
　
息
子
等
の
理
解
に
よ
る

夫
婦
カ
イ
シ
ャ
　
ト
ゥ
ジ
ィ
カ
ラ
ド
ゥ
　
　
　
　
　
夫
婦
の
愛
情
は
　
妻
の
譲
歩
に
よ
る

四
　
布
カ
イ
シ
ャ
　
ヌ
キ
ィ
カ
ラ
ド
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
反
物
が
上
品
に
見
え
る
の
は
　
緯
糸
の
よ
し
あ
し
に
よ
る

並
ミ
カ
イ
シ
ャ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縞
柄
が
並
に
揃
っ
て
い
る
の
は

勢
頭
カ
ラ
ド
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
織
主
任
の
手
腕
に
よ
る

五
　
旅
カ
イ
シ
ャ
　
石
垣
ヌ
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
国
旅
の
平
安
は
　
石
垣
頭
主
の
旅
で
あ
る

路
カ
イ
シ
ャ
　
宮
良
ヌ
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
路
平
安
の
旅
は
　
宮
良
頭
主
の
旅
で
あ
る

〈
解
説
〉

一
、
こ
の
古
謡
は
子
孫
の
伝
承
に
よ
る
と
、「
外
形
の
美
し
さ
だ
け
で
は
価
値
は
評
価
出
来
ず
、
物
質
の
奥
に
零
妙
き
わ
ま
り
な
く
秘
め
ら
れ
た
生
命
（
零
）
こ
そ
永
遠
不
滅
な
も
の
で
あ
る
」

と
常
に
翁
は
説
教
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
真
理
を
平
凡
な
ア
ヨ
ウ
の
古
謡
で
表
現
し
て
子
孫
に
遺
言
と
し
て
残
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
風
刺
的
の
も
の
で
あ
る
。

二
、
翁
の
紋
所
を
観
察
す
る
に
四
つ
巴
に
十
字
を
配
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
四
つ
の
巴
は
心
の
象
徴
で
あ
っ
て
、
心
す
な
わ
ち
神
を
意
味
し
、
十
字
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架

を
か
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
て
も
翁
の
信
仰
は
実
に
深
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

三
、
何
故
に
大
浜
頭
を
謡
っ
て
な
い
か
。
こ
れ
は
大
浜
頭
が
首
里
王
府
へ
密
告
さ
れ
た
張
本
人
で
あ
っ
た
か
ら
こ
れ
を
謡
う
こ
と
を
省
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

四
、
こ
の
古
謡
の
ア
ヨ
ウ
は
尚
豊
王
の
世
代
に
南
蛮
船
が
寄
港
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
た
。
そ
の
時
、
宮
良
頭
永
将
翁
は
国
禁
と
は
知
り
つ
つ
も
支
那
人
の
通
訳
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト

教
の
教
義
を
知
り
、
実
に
世
界
的
宗
教
た
る
こ
と
を
悟
り
、
こ
れ
を
信
仰
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
露
見
さ
れ
て
つ
い
に
首
里
の
法
廷
に
お
い
て
裁
判
の
結
果
、
犯
罪
事
実
が
明
白
に

な
っ
た
の
で
火
あ
ぶ
り
の
重
罪
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
焚
刑
場
に
行
く
前
に
こ
れ
ま
で
胸
中
に
た
ぎ
っ
て
い
た
感
情
が
爆
発
し
て
、
こ
の
「
大
野
ダ
キ
ア
ヨ
ウ
」
と
言

う
即
興
詩
と
な
っ
て
謡
い
出
さ
れ
た
と
子
孫
な
ら
び
に
村
の
古
老
達
は
伝
え
て
い
る
。

現
在
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
仏
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
並
ん
で
世
界
三
大
宗
教
の
一
つ
と
さ
れ
、
約
十
億
人
の
キ
リ
ス
ト
信
者
が
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
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最
近
、
頻
繁
に
石
垣
へ
寄
港
す
る
観
光
ク
ル
ー
ズ
船
の
来
島
に
よ
り
、
日
本
最
南
端
で
唯
一
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
殉
教
の
地
で
あ
る
本

宮
良
の
主
の
御
嶽
＝
オ
ン
ナ
ー
（
小
さ
な
お
嶽
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
焚
刑
に
さ
れ
た
二
人
の
、
本
宮
良
頭
永
將
、
弟
・
宮
良
与
人
永
定

の
霊
石
を
安
置
し
た
祠
は
、
県
道
の
拡
張
工
事
に
よ
り
南
側
に
移
し
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
説
明
板
を
立
て
た
。
こ
れ
か
ら
殉
教
の

地
と
し
て
史
跡
へ
の
指
定
を
石
垣
市
教
育
委
員
会
に
依
頼
し
、
ミ
ニ
歴
史
公
園
化
し
て
観
光
資
源
の
一
つ
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い

る
。
説
明
板
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

八
重
山
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
殉
教
の
地
（
碑
文
）

一
六
二
四
年
に
石
垣
島
冨
崎
の
沖
に
漂
着
し
た
宣
教
師
フ
ア
ン
・
デ
・
ロ
ス
・
ア
ン
ヘ
レ
ス
・
ル
エ
ダ
神
父
に
よ
っ
て
八
重
山
に
キ
リ

ス
ト
教
が
も
た
ら
さ
れ
嘉
善
姓
一
門
を
中
心
に
ひ
ろ
ま
っ
た
が
国
禁
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
た
と
し
て
「
八
重
山
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
」

と
呼
ば
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
事
件
が
お
こ
っ
た
。

一
六
二
四
年
、
宮
良
親
雲
上
永
將
は
首
謀
者
と
し
て
当
地
（
オ
ン
ナ
ー
）
に
お
い
て
焚
刑
に
処
さ
れ
、
財
産
は
没
収
。
子
孫
は
波
照
間
島

や
与
那
国
島
、
宮
古
島
に
流
さ
れ
た
。
ル
エ
ダ
神
父
は
、
琉
球
王
国
に
連
行
さ
れ
た
の
ち
粟
国
島
へ
流
刑
と
な
り
、
そ
こ
で
殺
害
さ
れ
た
。

一
六
二
九
年
に
は
、
ト
マ
ス
・
デ
・
サ
ン
・
ハ
シ
ン
ト
西
六
左
衛
門
神
父
が
日
本
へ
の
密
航
の
途
中
に
石
垣
島
に
立
ち
寄
り
、
永
將
の
弟

宮
良
頭
の
永
弘
や
大
城
与
人
安
師
と
接
触
し
た
と
し
て
翌
年
ふ
た
り
は
琉
球
王
国
へ
連
行
さ
れ
た
。
永
弘
は
渡
名
喜
島
へ
流
刑
と
な
り
、
一

六
三
五
年
に
焚
刑
に
処
せ
ら
れ
る
が
、
安
師
は
慶
良
間
島
へ
流
刑
と
な
っ
た
後
に
救
さ
れ
て
帰
島
す
る
（
一
六
四
二
年
）。

さ
ら
に
、
一
六
三
八
年
に
は
宗
門
改
め
の
踏
み
絵
に
よ
り
永
將
の
弟
の
宮
良
与
人
永
定
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
永
將
同
様
当
地
（
オ
ン
ナ

ー
）
で
焚
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

こ
の
一
連
の
事
件
は
薩
摩
侵
入
（
一
六
〇
九
年
）
後
の
琉
球
唯
一
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
よ
る
殉
教
事
件
で
あ
る
。
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本
宮
良
の
主
と
呼
ば
れ
た
永
將
翁
が
処
刑
さ
れ
る
と
き
に
歌
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
「
大
野
ダ
キ
ア
ヨ
ウ
」
で
あ
る
。

祠
の
中
の
霊
石
は
、
焚
刑
に
処
せ
ら
れ
た
本
宮
良
の
主
永
將
翁
と
宮
良
与
人
永
定
翁
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
永
將
翁
の
紋
所
「
四
つ
巴
」

は
心
の
字
紋
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
十
月
二
十
二
日
（
旧
九
月
九
日
）
嘉
善
姓
一
門
会

307 第2章　慶田盛村の繁栄と古謡

戦前のオンナー（東恩納寛惇『南島風土記』1950年より）

改築されたオンナー

現在のオンナー




